
 1 

2018 年度 第１回 ６月  

北大本番レベル模試 
 

日本史・採点基準  

記述・記号部分 
 

１ 原始・古代の建築（２点×10＝30点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

 

２ 中世の辺境意識（２点×10＝20点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

 

３ 近世・近代のロシアと日本（２点×8＝16点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

 

４ 『クララの明治日記』，福田赳夫の施政方針演説（２点×10＝20点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 
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論述部分 

 

◆論述問題・添削記号◆ 

北大本番レベル模試・日本史の採点では，次のような添削記号を用いています。 

１．＜□□□□＞ 加点要素 

２．□□□□ 表現に難あり 

３．□□
∨
□□ 文要素の欠落／脱字 

４．□□
×
□□ 誤字（略字を含む） 

５．□□□□× 内容に誤りあり 

６．｢□□□□」 設問要求に答えていない 
 

◆共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□

で，１点のものは下線□□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する

（◎で示した事項，（ ）内に示した事項に内容が反していないかを確認する。許容する事例や例

外的対応などについては※で示してある）。 
２．加点要素の要件を一部しか満たしていない箇所については，それぞれの配点未満の得点を与える。

（太字・アミカケ☐☐→２点以内，二重線□□→１点，下線□□→０点） 
３．歴史用語（赤字で表示）についての誤字，当て字，漢字で記すべき語句のひらがな・カタカナ表

記は，それが加点要素に直接関係する場合，１点減点。同一語句・文字がくりかえし誤っている

場合は，それぞれを減点の対象とするのではなく，まとめて１点減点とする。加点要素とは直接

関係しない箇所に誤字・当て字があった場合，減点しない。 
４．欄外に設問記号を記した答案や，句読点のはみだしなど字数がわずかに超過している答案は，本

番では無効答案になる可能性もある。しかし，受験生の学力を正確に測定するという観点から，

あまりにも明白に指定条件を無視している場合を除き，採点の対象とする。 
５．設問によっては加点要素の合計が配点を超えている場合がある。ただし，各問とも配点を満点と

してこれを超える得点は与えない。 
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１ 原始・古代の建築（論述部分） 

 
問２ 弥生時代の建築物 

◆加点要素の合計点３点→３点満点◆ 

◎弥生時代の建築物 

a 収穫物を保存するための高床倉庫 ………３点以内 

※「高床倉庫」は２点以内 

※「収穫物を保存する目的」は１点 

 

 

問５ 寺院の役割 

◆加点要素の合計点３点→３点満点◆ 

◎寺院の役割 

a 古墳に代わって（豪族の）権威を示す ………３点以内 

※「古墳に代わるもの」は２点以内 

※「権威を示すもの」は１点 

 

 

問７ 薬師寺東塔 

◆加点要素の合計点３点→３点満点◆ 

◎薬師寺東塔 

a 三重塔に裳階がついている ………３点以内 

※「裳階がついている」は２点以内 

※「三重塔である」は１点 

 

 

問 10(2) 遣唐使の航路 

◆加点要素の合計点４点→４点満点◆ 

◎遣唐使の航路の変更 

a 北路をとらなくなった ………１点以内 

b 南路をとった ………２点以内 

※「南島路をとった」は１点 

c 新羅との関係悪化による ………１点以内 
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２ 中世の辺境意識（論述部分） 

 
問４(2) 琉球 

◆加点要素の合計点７点→７点満点◆ 

◎12世紀から 1429年までの琉球 

a (最初に)グスク〔城〕を拠点とする按司があらわれた ………２点以内 

b 北山〔山北〕・中山・南山〔山南〕が分立したが中山王が統一した ………２点以内 

※「北山〔山北〕・中山・南山〔山南〕が分立した」は１点 

※「中山王が統一した」は１点 

※「三山が分立した」は非加点 

c (最終的に)尚巴志が琉球王国を建てた ………３点以内 

※「（最終的に）尚巴志が国を建てた〔統一した〕」は２点以内 

※「（最終的に）琉球王国が成立した」は１点 

 

 

問６ 元軍の再来への対策 

◆加点要素の合計点５点→４点満点◆ 

◎元軍の再来への対策 

a 文永の役のあと北条時宗が講じた ………２点以内 

b 異国警固番役を課した ………１点以内 

c （博多湾に）防塁〔石築地／石塁〕を築いた ………２点以内 

 

 

問７ 室町幕府の経済的基盤 

◆加点要素の合計点４点→４点満点◆ 

◎室町幕府の財源 

a 御料所 ………１点以内 

b 倉役〔土倉役〕・酒屋役 ………２点以内 

c 関銭／津料 ………１点以内 
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問９(2) 歌舞伎の展開 

◆加点要素の合計点１０点→９点満点◆ 

◎桃山文化期から元禄文化期に至る時期の歌舞伎 

a （最初に）出雲阿国が阿国歌舞伎〔かぶき踊り〕をはじめた ………２点以内 

b 女歌舞伎が（幕府に）禁止された ………２点以内 

※「女歌舞伎が演じられた」は１点 

c 少年による若衆歌舞伎が（幕府に）禁止された ………３点以内 

※「若衆歌舞伎が禁止された」は２点以内 

※「若衆歌舞伎が演じられた」は１点 

d （最終的に）成人による野郎歌舞伎となって市川団十郎があらわれた ………３点以内 

※「成人による野郎歌舞伎が演じられた」は２点以内 

※「市川団十郎があらわれた」は１点 
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３ 近世・近代のロシアと日本（論述部分） 

 
問３ ロシア使節への措置 

◆加点要素の合計点８点→７点満点◆ 

◎幕府のラクスマンへの対応 

a 根室に来航してきたが退去させた ………３点以内 

※「根室への来航に対応した」は２点以内 

b 長崎への入港許可証〔信牌〕を与えた ………１点以内 

◎1804年のロシア使節 

c レザノフ ………２点以内 

d （ラクスマンに与えた）入港許可証〔信牌〕をもって長崎に来航した ………２点以内 

※「通商を求めたが幕府に拒否された」「（帰国途中で）文化露寇を引き起こした」は1点 

 

 

問５ 征夷大将軍 

◆加点要素の合計点７点→７点満点◆ 

◎平安時代初期の征夷大将軍 

a 坂上田村麻呂が就いた ………２点以内 

b 蝦夷の征討を担う臨時の官職だった ………３点以内 

※「蝦夷の征討を担う官職だった」は２点以内 

※「臨時の官職だった」は１点 

◎中世の征夷大将軍 

c 武士の統率者〔武家政権の首長〕にあたる官職だった ………２点以内 

※「政治を行う地位となった」「継続的な官職となった」は１点 

 

 

問８ 織田信長 

◆加点要素の合計点３点→３点満点◆ 

◎織田信長 

a 織田信長は豊臣家出身ではない ………１点以内 

b 織田信長は豊臣秀吉の主君である ………２点以内 

 

 

問 11 仏教勢力に対する織田信長の動向 

◆加点要素の合計点５点→５点満点◆ 

◎織田信長 

a 延暦寺の焼打ちをおこなった ………２点以内 

b 石山戦争〔石山合戦〕で石山本願寺を屈服させた ………３点以内 

※「石山本願寺〔顕如〕を屈服させた」は２点以内 

※「石山戦争〔石山合戦〕をおこなった」「石山本願寺〔顕如〕を攻めた〔と戦った〕」「一向一揆と戦った」は１点 
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４ 『クララの明治日記』，福田赳夫の施政方針演説（論述部分） 

 
問４ 開拓使のもとでの制度 

◆加点要素の合計点７点→６点満点◆ 

◎開拓使のもとでの制度 

a 屯田兵 ………２点以内 

b 士族授産を目的とした ………２点以内 

※「ロシアに対する備えを目的とした」は１点 

◎開拓使のもとでの制度下におかれた人びと 

c 生活は苦しかった ………１点以内 

d 農業がうまくいかなかった ………１点以内 

e 厳しい（自然）環境にさらされた ………１点以内 

 

 

問５ 「井伊掃部頭」 

◆加点要素の合計点５点→４点満点◆ 

◎「井伊掃部頭」 

a 井伊直弼 ………１点以内 

b 日米修好通商条約に勅許なく調印した ………２点以内 

※「日米修好通商条約に調印した」「違勅調印〔無勅許調印〕をおこなった」は１点 

c （1860年に）桜田門外の変で殺害された ………２点以内 

※「（1860年に）桜田門外の変に遭った」「（1860年に）殺害された」は１点 

 

 

問９ 世界恐慌が波及して日本にもたらされた恐慌 

◆加点要素の合計点５点→５点満点◆ 

◎世界恐慌が波及して日本にもたらされた恐慌 

a 昭和恐慌 ………２点以内 

※「農業恐慌」は１点 

b 井上準之助（蔵相）のもとでの金(輸出)解禁〔金本位制への復帰〕による不況と重なった

 ………３点以内 

※「金(輸出)解禁〔金本位制への復帰〕による不況と重なった」は２点以内 

※「井上準之助（蔵相）のもとでの金(輸出)解禁〔金本位制への復帰〕と重なった」は２点以内 

※「金(輸出)解禁〔金本位制への復帰〕と重なった」は１点 

※「井上準之助（蔵相）のもとでのデフレ政策〔緊縮財政〕による不況と重なった」は１点 

 


